
羅覇

響

，苺
禅
井
公
園
は
東
京
２３
区
の
北
西
、
　

今
、
再
開
発
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
　
起
こ
し
た
。

指
定
さ
れ
た
。
大
正
時
代
に
駅
が
で
き

原
告
の

一
人
、
元
高
校
国
語
教
師
の
　
る
と
、
今
で
言
う
リ
ゾ
ー
ト
地
の
よ
う

中
国
嘉
種
（６９
）
は

「地
域
の
な
り
た
ち
　
な
と
こ
ろ
に
な
っ
た
。

か
ら
し
て
い
高
層
ビ
ル
群
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
の
で
す
」
と
言
う
。
江
戸
時
代
　
　
　
　
醸
　
轟
　
壼渭

か
ら
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
、
昭
和
の

初
め
の
■
９
３
０
年
に
は
風
致
地
区
に
　
　
太
宰
治
は
３７
年
５
月
、
若
い
文
学
青

年

や
女
学
生
と
石
神
井
公
園
で
遊
ん

だ
。
彼
ら
は

「
青
春
五
月
党
」
と
名
乗

り
、
ボ
ー
ト
を
こ
ぎ
、
‐お

弁
当
を
食
べ

た
。
太
宰
は
大
は
し
ゃ
ぎ
だ

っ
た
。

「素
晴
ら
し
い
五
月
の
太
陽
だ
っ
た
」
。

そ
う
檀

一
雄
は

「小
説
太
宰
治
」
に
こ

の
時
の
様
子
を
記
し
て

い
る
。
檀
こ

そ
、
五
月
党
の
中
心
人
物
だ

っ
た
。

檀
は
石
神
井
公
園
に
魅
了
さ
れ
、
直

木
賞
を
受
賞
し
た
５１
年
、
公
園
の
近
く

に
越
し
て
き
た
。
３
７
５
坪
の
敷
地
に

大
き
な
木
々
が
あ
る
風
情
の
あ
る
屋
敷

だ
つ
た
。
後
に
剣
豪
小
説
家
と
し
て
知

ら
れ
る
芥
川
賞
作
家
の
五
昧
劇
棚
も
当

地
に
移

っ
た
。
周
辺
に
は
武
谷
二
男

（科
学
者
）
ハ
丸
木
位
塁

（画
家
）
ら

学
者
や
文
化
人
が
住
み
、
や
が
て
彼
ら

は

「石
神
井
談
話
会
」
と
い
う
文
化
団

　

（補
助
１
３
２
号
線
）
拡
幅
の
た
め
取

体
を
作
り
、
映
画
の
上
映
会
や
子
供
会
　
り
壊
さ
れ
、
屋
敷
内
に
二
本
あ
っ
た
マ

を
開
い
た
。

「戦
後
の
開
放
的
な
空
気
　
ツ
の
大
本
は
１
本
を
残
し
て
切
ら
れ
て

の
な
か
、

１０
年
轟
ど
花
開
き
ま
し
た
」
。
　
し
ま
っ
た
。
建
て
替
え
た
家
の
敷
地
は

石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
分
室
の
　
往
時
の
３
分
の
１
ほ
ど
で
あ
る
。

学
芸
員
、
山
城
千
恵
子
（６３
）
が
解
説
し
　
　
道
路
拡
幅
計
画
は
、
焼
け
野
原
と
な

て
く
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
東
京
に
幅
員
の
広
い
道
路
そ
造
る
‐

分
室
は
、
か
つ
て
の
日
本
銀
行
の
運
　
う
と
戦
災
復
興
院
が
・
９‐
４‐
７十
年
に
立

．動
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
あ
る
。
日
銀
　
て
た
も
の
だ

っ
た
。
そ
れ
が
Ю
年
後
に

は
２
σ
０
８
年
、
石
神
井
公
園
に
隣
接
　
動
き
出
し
、

「檀
坂
」
と
呼
ば
れ
た
こ

す
る
４

・
７
診
の
運
動
場
を
練
馬
区
に
　
み
ち
は
跡
形
も
な
く
な
っ
た
。

譲
渡
す
る
契
約
を
結
ん
だ
。
五
味
の
２
　
　
駅
の
そ
ば
に
は
タ
ワ
マ
ン
が
す
で
に

万
点
も
の
遺
品
は
区
に
寄
贈
さ
れ
、
オ
　
２
棟
立
つ
。
そ
こ
に
新
た
な
再
開
発
計

―
デ
イ
オ
マ
ニ
タ
だ
っ
た
彼
の
高
級
機
　
画
が
加
わ
る
。

「練
馬
区
は
景
観
を
生

器
を
用
い
た
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
が
　
か
し
た
街
づ
く
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
」
。

毎
月
、
こ
こ
で
催
さ
れ
て
い
る
。
人
の
　
長
女
の
俳
優
、
檀
ふ
み
は
慨
嵩
や
る
か

背
丈
ほ
ど
あ
る
タ
ン
ノ
イ
の
ス
ピ
ー
カ
　
た
な
い
。
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、

―
か
ら
響
く
音
は
、
意
外
に
も
優
し
　
駅
を
出
た
ら
高
い
建
物
は
な
く

一
面
緑

く
、
窓
の
向
こ
う
の
緑
と
調
和
す
る
。
　

だ

っ
た
。
そ
れ
が
今

「駅
の
方
は
見
た

く
な
い
わ
」
と
視
線
を
そ
ら
す
。

騰
一　
通
．　
菫
Ｆ
　
　
　
　
　
　
新
た
な
タ
ワ
マ
ン
が
で
き
る
の
も
、

戦
前
の
計
画
に
由
来
す
る
道
路

（補
助

分
室
に
は
檀
の
書
斎
が
移
築
さ
れ
て
　
２
３
２
号
線
）
が
動
き
出
す
こ
と
が
引

も
い
る
。
檀
邸
は
１７
年
、
面
す
る
道
路
　
き
金
と
な
っ
た
。
＝
敬
称
略
（大
鹿
靖
明
）

練
馬
区
に
あ
る
。
三
宝
寺
池
、
石
神
井

池
と
い
う
二
つ
の
池
が
あ
り
、
そ
の
ま

わ
り
を
７
５
０
０
本
の
木
々
が
取
り
囲

む
。
武
蔵
野
の
面
影
を
残
し
い
こ
こ
が

東
京
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
‐る
。
　

．

そ
ん
な
都
会
の
オ
ア
シ
ス
の
近
く
で

る
。
西
武
鉄
道
石
神
井
公
園
駅
の
南
回

西
地
区
に
高
さ
■
０
０
層
の
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
を
造
る
市
街
地
再
開
発
計
画

が
持
ち
上
が
り
、
反
対
す
る
住
民
が
東

京
都
と
練
馬
区
を
相
手
取
っ
て
再
開
発

組
合
の
設
立
認
可
差
し
止
め
の
訴
え
を

・
朝
日
新
聞
夕
刊
に
５

シ
リ
ー
ズ
で

令
和
３
年
８
月
１
６
日
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

日

文
豪
め
で
た
街
タ
ワ
マ
ン
構
想
再
開
発

変
わ
る
東
京
ｏ石
神
井
□

文
化
館
分
室
に

一
部
が
移
築
さ

れ
た
種

一
雄
の
書
斎
「奇
放
亭
」

と文化館分室

にある五味康権のオーディオ

‖の中流域にあり、

■●■
=ヨ

t_ヽ 三 :、 ■■=
t■ 二

=せ
・■■lt r

l・ li,I. : .‐ 1:モ
・ =


